
月出校区社会福祉協議会

・高齢者の孤立防止と社会参加 ・日ごろからの声掛け、見守り、近所づきあい ・日ごろから声掛け、見守り

・気軽に集える場所づくりの増設 ・地域行事への参加の呼びかけ、集いの場づくりの増設

・町内でちょっとしたボランティア活動

・高齢者や老々介護の実態把握

・認知症高齢者に対する理解 ・認知症高齢者の実態把握・対応方法

・感染予防対策「オンライン教室」の開催（ICT化）

・高齢者の体力維持と健康問題 ・地域行事への参加を呼びかけて健康・体力づくり ・校区内にある医療・福祉関係機関による健康指導の啓発・周知

・障がい児・者に対する理解 ・ハンディの方の特性に沿った対応方法 ・障がい者相談支援センター等の出張相談や出前講座の開催 ・障がいの特性にあった障がい児・者の対応方法を学ぶ機会をつくる

・日ごろからの声掛け、見守り

・障がいへの正しい理解

・障がい児・者の孤立防止と社会参加 ・日ごろからの声かけや見守り ・地域内の関係機関と連携し障がい児・者とのイベント開催 ・精神科医療機関等と連携し地域イベントを通した交流の企画

・地域行事への参加呼びかけ

・子どもの人権（いじめ、不登校、虐待、引
きこもり）

・個人情報で把握が困難
・いじめの実態把握ができない
・早期発見、早期相談

・日ごろからの声掛け、見守り
・早期発見、早期相談
・あいさつ運動の実施(毎月１日）

・小、中、保育園との連携強化

・子ども、子育て家庭の見守り ・共働き家庭が増えている ・小、中、保育園との連携を図る ・登下校時の安全に対する見守りの強化

・遊び場の確保 ・子育て中の親同士が交流を深める場所づくり

・子育てに関しての情報発信や周知

・子ども、子育て家庭の孤立と貧困問題 ・貧困世帯の実態把握 ・既存の集いの場所を広報する ・子育てサロンやサークルの充実

・共稼ぎ家庭への支援 ・学童保育施設の充実、理解を図る

・学校と地域の連携 ・情報が少ない ・宿泊体験やどんどやなど地域のイベントを通して交流を図る ・学校行事や地域行事を通して交流を図る

・転入者への情報提供や呼びかけ
・通学路が狭い

・平常時における災害の備えと避難支援体制
の構築

・要支援者や障がい児・者の把握が必要
・訓練をマンション・アパート単位で実施したい

・避難先での支援マニュアルの作成や支援体制の役割分担
・災害時要援護者名簿の活用

・小学校以外の大型駐車場などを避難所としての活用

・防災に対する地域住民の意識付け ・支援物資がマンションにはなかった ・日ごろからの声掛け、見守り

・地域の危険個所を見える化し広報や周知をする ・防災に関する学習会の実施(備蓄食料等）

・日ごろからの声掛け、見守り、避難訓練

・災害時における避難支援 ・災害の種類や様子による訓練の実施 ・要援護者名簿を活用しての安否確認

・避難所(小学校体育館)のトイレの問題 ・避難所への経路を広報する

・環境と治安（ごみステーション、騒音トラ
ブル）

・外国人在住者も多く、アパート入居者は町内に加入
していなくごみ出しルールを守らない、不法投棄

・ごみ出しルールの正確な情報周知の徹底 ・ごみステーション等に分かりやすく表示をする

・バイクの騒音、車が住宅街を猛スピードで走る ・規制の区域内在住者の通行許可証の周知、徹底

・地域役員の担い手不足 ・若手の担い手不足、人材はいるが受けてもらえない ・若い世代が今後担っていけるような活動を行う ・地域行事を通して地域活動に対する理解を深め、世代間交流の中から

・ボランティアだけに頼りがち 担い手を発掘

・地域団体間における連携 ・自治協において団体間の情報共有を図る ・地域団体の活動の啓発を行う ・自治協において地域団体間との情報共有を図る
・町内会だよりを発行し地域行事や活動の啓発・周知
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・ハザードマップ（町内毎の避難経路や避難場所）の周知や広報
・避難訓練の実施（町内・マンション・アパート単位等）
・避難場所や避難経路の周知
・要援護者名簿を共有し避難体制を構築する
・自主防災との連携
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・既存のサロンで福祉事業所の協力にて専門的な研修会等を開催する
・感染症対策防止をしICT化を図る（LINEやリモートなど）
・民間企業や様々な店舗にも認知症や高齢者問題に関する情報の発信
・若い世代の知識を活用しスマホ操作を学ぶ
・ちょっとボランティア（仮称）活動の企画（町内単位など）
・徘徊模擬訓練を企画する
・認知症サポーター研修会の開催

・認知症についての知識や対応方法、小学生に研修会を実施して
学ぶ機会を設ける
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